












































































がって，換算は，「測定値変換プロセス (ameasurement conversion process) J 
として適切に定義されてきた 50要するに，L.ローレンセンは，測定プロセス































6 L.ロー レンセン([l1J，p. 11)は， I実際には，一致していない会計原則は， U.S.に
おいて一般に認められていない会計原則に準拠して作成される換算財務諸表をうみださ
ないようにするためには，換算に先立つて変えなければならない。」と述べている。





























































































































































































































































































































もかかわらず，彼らは， ドルを測定単位として認めている([6 J， par.89)。


























































































































保持する (par.82) という 1つの換算目的を達成する([6]， par.123)oJ 




15 基準書第8号([6]， par.16)は，為替差損益について， r換算方法が， ドルを測定単
位として使用するなら， ドノレと資産および負債を測定または決済する外貨との聞の為替
レートの変動により，為替差損益が生じる。為替差損益は，換算つまりドルでの再測定






















16 基準書第8号([6]， par. 144)は，この問題点に対して，次のように反論している。
「審議会は，在外事業の独立性の基準を検討したが，独立的な在外事業を識別するに十
分であると考えられる基準を展開することはできなかった。少なくともこのことの困難
性の一端は，独立的子会社 (anindependent subsidiary) というもともと矛盾する概念








































国為替レートが， 1ポンド 2ドルから， 1ポンド2.5ドルに変動するとしよう。
このレートの変動は， ドル観点から次の 2つの影響をもっo
1.レートの変動により，債務は， 1，000ドル相当額 (500ポンドX2ドル)





































































































































するような先見が要求さるので，多くの場合実行不可能である([6 ]， par. 107) 0 J 






















































































































































































([ 6 J， par. 187)によれば，「在外事業から国内事業への送金(たとえば，配
当金)Jを実現決定の事象とみなす見解は，通常の実現概念 24 (資産の現金また
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